
復活した「マリンパル女川おさかな市場」

店内には鮮魚や水産加工品が並ぶ

解体が進められる女川町のビルの残骸。解体が進められる女川町のビルの残骸。
奥の茶色いビルがかつての「マリンパル女川」奥の茶色いビルがかつての「マリンパル女川」

　

か
つ
て
の
女
川
町
を
知
る
も
の
に
と
っ

て
、
町
の
高
台
か
ら
見
る
「
3
・
11
」
以

降
の
光
景
に
は
、
胸
に
突
き
刺
さ
る
よ
う

な
痛
み
を
覚
え
る
。

　

3
月
中
旬
、
横
倒
し
に
な
っ
た
ビ
ル
の

横
に
か
ろ
う
じ
て
残
り
、
現
在
解
体
が
進

め
ら
れ
て
い
る
茶
色
の
ビ
ル
が
、
か
つ
て

の
「
マ
リ
ン
パ
ル
女
川
」
だ
。
平
成
6
年

の
開
館
以
来
、
女
川
町
の
観
光
・
物
産
販

売
の
拠
点
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
た
。
館

内
は「
シ
ー
パ
ル
1
」と「
シ
ー
パ
ル
2
」

に
別
れ
、「
シ
ー
パ
ル
2
」
に
は
16
店
舗

の
鮮
魚
、
水
産
加
工
品
、
レ

ス
ト
ラ
ン
な
ど
が
入
り
、
毎

月
行
わ
れ
て
い
た
「
サ
ン
マ

祭
」
や
「
ホ
タ
テ
祭
」
と
い
っ
た
イ
ベ
ン

ト
に
は
町
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
が
訪
れ

て
い
た
。
し
か
し
、「
3
・
11
」
の
大
津

波
は
高
さ
20
m
の
5
階
建
て
の
建
物
を
飲

み
込
み
、
躯
体
は
残
る
も
建
物
内
部
は
壊

滅
的
な
被
害
を
受
け
た
。
行
方
不
明
者
も

出
て
、
16
の
事
業
者
は
全
国
に
散
ら
ば
り

「
マ
リ
ン
パ
ル
女
川
事
業
組
合
」
は
解
散

寸
前
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
の
「
マ
リ
ン
パ
ル
女
川
」
が
国
道
3

9
8
号
線
・
通
称
女
川
街
道
沿
い
に
復
活

し
た
。
オ
ー
プ
ン
は
昨
年
の
10
月
7
日
。

石
巻
の
会
社
が
所
有
す
る
廃
業
し
た
ド
ラ

イ
ブ
イ
ン
の
建
物
を
借
り
受
け
、

突
貫
工
事
で
改
装
し
た
も
の
だ
。

建
物
内
は
6
事
業
者
の
コ
ー
ナ
ー

に
鮮
魚
や
加
工
品
が
並
び
、
町
内

外
か
ら
の
買
物
客
で
賑
わ
っ
て
い

る
。
か
つ
て
の
「
マ
リ
ン
パ
ル
女

川
」
に
比
べ
れ
ば
数
十
分
の
一
の

面
積
だ
が
、
客
引
き
の
声
が
響
き

渡
り
活
気
が
み
な
ぎ
っ
て
い
た
。

　
「
新
鮮
な
魚
が
食
べ
た
い
、

と
い
う
町
民
や
周
辺
の
住
民

の
声
も
あ
り
ま
し
た
し
、
さ

ん
ま
が
水
揚
げ
さ
れ
る
時
期

に
、
な
ん
と
し
て
も
再
開
し

た
か
っ
た
」
と
「
マ
リ
ン
パ

ル
女
川
事
業
組
合
」
の
山や

ま

田だ

雅ま
さ
ひ
ろ裕

理
事
長

は
語
る
。
被
災
後
、
再
開
の
場
所
や
時
期

を
探
っ
て
い
た
が
、
女
川
町
内
に
現
在
の

場
所
が
見
つ
か
り
、
毎
年
10
月
に
開
催
し

て
い
た
「
サ
ン
マ
祭
」
に
は
、
町
の
内
外

か
ら
多
く
の
買
物
客
に
来
て
い
た
だ
い
て

い
た
の
で
、
こ
の
時
期
に
事
業
を
再
開
す

れ
ば
必
ず
軌
道
に
乗
る
と
い
う
読
み
も
あ

っ
た
。

　
「
私
を
含
め
そ
れ
ぞ
れ
事
業
者
の
皆
さ

ん
は
、
資
金
的
に
も
無
理
し
て
再
開
し
ま

し
た
が
、
や
っ
て
よ
か
っ
た
。
思
っ
て
い

た
よ
り
多
く
の
お
客
さ
ん
に
来
て
い
た
だ

「
電
気
の
ふ
る
さ
と
」で
は
、復
興
に
向
け
て
奮
闘
す
る
皆
さ
ん
や
、故
郷

へ
の
帰
還
に
向
け
て
歩
む
皆
さ
ん
の
近
況
を
、折
に
触
れ
て
全
国
の
電
源

地
域
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

い
て
い
ま
す
」

と
山
田
理
事
長

は
言
う
が
、
町

の
惨
状
を
見
る

限
り
前
途
は
多

難
な
よ
う
に
見

え
る
。
16
事
業

者
の
う
ち
、
こ

こ
に
入
っ
て
い

る
の
は
6
事
業

者
。
残
り
の
10

事
業
者
の
再
建

は
か
な
り
厳
し

い
よ
う
だ
。
し

か
し「
マ
リ
ン

パ
ル
女
川
」
の
再
開
は
、「
鮮
魚
と
水
産

の
ま
ち
・
女
川
」
の
復
活
に
向
け
た
第
一

歩
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
「
再
開
に
至
る
ま
で
全
国
各
地
の
バ
ス

会
社
な
ど
に
営
業
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の

か
い
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
被
災
地
応
援
ツ

ア
ー
な
ど
で
か
な
り
来
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
こ
の
夏
に
は
被
災
し
た
町
を
見
て

い
た
だ
く
ツ
ア
ー
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

と
に
か
く
、
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

全
国
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
も
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
山
田
理
事
長
は

語
る
。
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「
マ
リ
ン
パ
ル
女
川
」が　

女
川
町
・
浦
宿
に
復
活



「女川町大漁獅子
舞」のメンバー

体育館で行われた女川
商工会のキャラクター
「イーガー」ショー

絵や言葉でメッセージが込められたキャンドルが
園内に敷き詰められた、いわき市会場

焼サンマ2,000本が振舞われた

町内外から約1万人の人出となった

　
「
3
・
11
」か
ら
1
年
、東
北
の
被
災
各

地
で
追
悼
の
集
会
が
開
か
れ
た
が
、
福
島

県
で
は
「
3
・
11
ふ
く
し
ま
復
興
の
誓
い

2
0
1
2
」
と
題
し
、
追
悼
式
及
び
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
福
島
市
を

は
じ
め
県
内
の
７
ヶ
所
（
福
島
市
・
郡
山

市
・
白
河
市
・
会

津
若
松
市
・
南
会

津
町
・
南
相
馬
市
・

い
わ
き
市
）
で
開

催
さ
れ
た
。

　

中
心
会
場
と
な

っ
た
福
島
市
の
県

　

大
震
災
か
ら
1
年
の
3
月
18
日
、
女
川

町
総
合
グ
ラ
ン
ド
で
「
女
川
町
商
店
街
復

幸
祭　

〜
希
望
の
鐘
を
鳴
ら
そ
う
〜
」
が

開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
約
1
万
人
の
人

出
で
賑
わ
っ
た
。

　

女
川
町
漁
協
青
年
部
を
は
じ
め
水
産
加

工
業
者
や
食
品
店
、
各
種
ま
ち
づ
く
り
団

体
の
26
の
屋
台
が
立
並
び
、
体
育
館
の
特

設
ス
テ
ー
ジ
で
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
タ
レ

ン
ト
、
女
川
町
商
工
会
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
イ
ー
ガ
ー
」
の
シ
ョ
ー
な
ど
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
。
2
，
0
0
0
匹
の
「
焼
サ
ン

マ
の
振
舞
い
」
や
、「
海
産
物
の
す
く
い

取
り
」
な
ど
も
行
わ
れ
、「
鮮
魚
と
水
産

加
工
品
の
ま
ち
・
女
川
」
を
堪
能
す

る
一
日
と
な
っ
た
。

　

主
催
は
「
女
川
町
商
工
会
」。
協

力
は
「
女
川
町
」「
女
川
町
商
工
会

青
年
部
」、
そ
し
て
「
水
産
加
工
研

究
会
」「
女
川
福
幸
丸
」「
金
曜
会
」

「
女
川
さ
い
が
い
F
M
」な
ど
、若
手

で
構
成
す
る
ま
ち
づ
く
り
団
体
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
。
後
援
に
は
「
女

川
町
観
光
協
会
」、運
営
協
力
に
「
仙

台
放
送
」
と
「
横
浜
南
部
市
場
」、

石
巻
市
内
や
町
内
を
巡
る
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

の
運
行
に
「
黄
金
バ
ス
」
も
協
力
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
女
川
の
若
手
メ
ン

バ
ー
が
一
堂
に
会
し
て
、こ
の「
復
幸
祭
」

を
企
画
・
運
営
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

　
「
復
幸
祭
」
の
企
画
が
持
ち
上
が
っ
た

の
が
昨
年
の
12
月
ご
ろ
。
か
つ
て
女
川
駅

前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
あ
っ
た
『
か
ら
く
り

時
計
』
の
4
つ
の
鐘
の
う
ち
2
つ
が
、
瓦

礫
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
1

つ
は
健
全
な
状
態
に
あ
り
、こ
の
鐘
が「
希

望
の
鐘
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
こ
と
が
、
イ

ベ
ン
ト
開
催
の
契
機
と
な
っ
た
。

　

町
内
の
商
工
会
若
手
メ
ン
バ
ー
が
集
ま

り
「
震
災
前
、
私
た
ち
が
誇
り
を
持
っ
て

い
た
『
女
川
町
の
結
束
』
を
も
う
一
度
取

り
戻
し
、
こ
の
『
希
望
の
鐘
』
を
鳴
ら
そ

う
」
と
い
う
の
が
始
ま
り
だ
っ
た
。
財
源

は
経
産
省
の「
地
域
商
業
活
性
化
補
助
金
」

を
活
用
。
再
建
を
目
指
す
自
ら
の
家
業
の

合
間
を
ぬ
っ
て
、
開
催
に
至
る
ま
で
連
日

の
協
議
を
重
ね
た
。

　
「
本
当
に
、
若
手
メ
ン
バ
ー
が
頑
張
り

ま
し
た
。
も
と
も
と
女
川
町
は
町
民
の
結

束
が
強
い
町
で
す
が
、
こ
れ
を
機
に
さ
ら

に
『
絆
』
が
強
ま
り
ま
し
た
。
自
ら
が
企

画
・
運
営
に
携
わ
っ
た
こ
と
で
若
手
メ
ン

バ
ー
の
間
に
復
興
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
か
な
り
高
ま
っ
た
と
よ
う
に
思
い
ま

す
」
と
「
女
川
町
商
工
会
」
の
青あ

お
や
ま
た
か
ひ
ろ

山
貴
博

主
幹
は
言
う
。

　

本
年
1
月
、
町
内
の
30
の
企
業
・
団
体

が
組
織
す
る「
女
川
町
復
興
連
絡
協
議
会
」

が
町
と
議
会
に
向
け
て
独
自
に
ま
と
め
た

「
女
川
町
復
興
計
画
」
を
提
出
し
た
。
こ

れ
は
、
町
が
策
定
し
た
「
復
興
計
画
」
を

基
に
、
商
工
業
者
が
連
携
し
な
が
ら
、
町

に
対
し
て
復
興
を
目
指
す
様
々
な
提
案
を

行
う
も
の
。
そ
の
中
で
「
1
0
0
年
後
も

人
々
が
住
み
残
る
、
住
み
戻
る
、
住
み
来

る
町
」
と
い
う
理
念
を
掲
げ
た
。

　

そ
う
し
た
な
か
開
催
さ
れ
た
こ
の
『
復

幸
祭
』
は
、女
川
町
の
復
興
に
向
け
て
「
商

工
会
青
年
部
を
中
心
と
し
た
若
手
メ
ン
バ

ー
が
そ
の
先
頭
に
立
っ
て
歩
む
」
と
い
う

〝
心
意
気
〞
が
十
分
に
感
じ
ら
れ
る
も
の

で
あ
っ
た
。

北
会
場
で
は
、第
１
部
の
追
悼
式
の
あ
と
、

第
２
部
に
お
い
て
「
復
興
の
誓
い
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
佐
藤
雄
平
県
知

事
か
ら
全
世
界
に
向
け
て「
ふ
く
し
ま
宣
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若
手
メ
ン
バ
ー
が
絆
を
強
め
た

「
女
川
町
商
店
街
復
幸
祭
」



「阪神淡路大震災」で被災した神戸市
から分灯された竹灯り311本

軽度の知的障害を持つ被災者
による詩「海をうらまない」を
読む飯島晶子さん

いわき市成沢・入藪青年会、
小名浜じゃんがら踊友会に
よる「じゃんがら念仏踊り」

「東北パスポート」と公式ガイドブック。各地に設けら
れている「旅のサロン」を巡って記念スタンプを押すス
タンプ帳。スタンプの数によって特典が提供される。ま
た、「東北パスポート加盟店・施設」でパスポートを提示
すると、サービスや特典、割引などが受けられる

仙台駅に設けられている「総合サービスセンター」

　

平
成
24
年
1
月
30
日
か
ら
プ
レ
実
施
さ

れ
て
い
た
「
東
北
観
光
博
覧
会
」
が
、
3

月
18
日
に
本
格
実
施
の
運
び
と
な
っ
た
。

東
北
地
域
全
体
を
一
種
の
博
覧
会
場
と
見

立
て
て
、
3
・
11
以
降
大
き
く
落
ち
込
ん

だ
東
北
地
域
へ
の
旅
行
需
要
の
喚
起
を
目

指
し
て
い
る
が
、
中
長
期
的
に
は
、
地
域

が
主
体
と
な
っ
た
新
た
な
観
光
ス
タ
イ
ル

を
実
現
す
る
た
め
に
官
民
を
挙
げ
た
一
体

的
な
取
組
み
を
目
指
し
て
い
る
。
具
体
的

に
は
東
北
地
域
へ
の
送
客
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
主
要
な
観
光
地
域
28
ヶ
所
を
核

と
す
る
「
ゾ
ー
ン
」
を
設
定
し
て
「
観
光

案
内
人
」
の
配
置
や
地
域
独
自
の
観
光
コ

ン
テ
ン
ツ
の
提
供
を
行
い
、
地
域
が
主
体

と
な
っ
た
持
続
的
な
取
組
み
の
定
着
を
図

る
こ
と
と
な
る
。

　

ゾ
ー
ン
内
の
主
な
取
組
み
は
地
域
独
自

の
滞
在
プ
ロ
グ
ラ
ム（
着
地
型
旅
行
商
品
）

の
企
画
と
提
供
に
加
え
、
そ
れ
を
普
及
促

進
し
、
リ
ピ
ー
タ
ー
や
フ
ァ
ン
を
獲
得
す

る
た
め
の
「
観
光
案
内
人
」
の
配
置
。
そ

言
」
が
発
表
さ
れ
た
。
第
３
部
は
屋
外
の

会
場
で
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
・
ス
テ
ー
ジ
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
後
、
東
日

本
大
震
災
の
犠
牲
者
を
悼
む
と
同
時
に
、

復
興
へ
の
「
希
望
の
あ
か
り
」
と
し
て
１

万
本
の
筒
に
入
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
が
灯
さ

れ
た
。

　

い
わ
き
市
の
会
場
で
も
、追
悼
式
の
後
、

市
の
中
央
に
あ
る「
平
中
央
公
園
」に
ス
テ

ー
ジ
が
設
け
ら
れ
、
被
災
者
の
詩
の
朗
読

の
あ
と
、「
阪
神
淡
路
大
震
災
」
で
被
災

し
た
神
戸
市
か
ら
分
灯
さ
れ
た
灯
り
が

3
1
1
本
の
竹
筒
に
灯
さ
れ
た
。そ
の
後
、

市
立
平
第
3
小
学

校
の
吹
奏
楽
部
の

演
奏
や
沖
縄
県
沖

縄
市
の
久
保
田
青

年
会
に
よ
る
「
沖

縄
エ
イ
サ
ー
」、

い
わ
き
市
無
形
民

れ
を
後
押
し
す
る
よ
う
に
、
全
体
的
な
取

組
み
と
し
て
、
地
域
の
人
々
と
旅
行
客
の

出
会
い
を
作
る
た
め
の
「
東
北
観
光
博
パ

ス
ポ
ー
ト
」
の
導
入
や
、
被
災
地
域
に
お

け
る
交
流
を
促
進
す
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ツ
ア
ー
」
の
実
施
、
東
北
の
観
光
振
興
を

国
民
運
動
と
す
る
「
東
北
観
光
博
サ
ポ
ー

タ
ー
」制
度
の
導
入
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

実
施
体
制
は
、
国
土
交
通
大
臣
を
長
と

す
る
「
東
北
観
光
博
実
行
委
員
会
」
の
も

と
に
、
各
ゾ
ー
ン
運
営
協
議
会
が
設
置
さ

れ
、
実
施
し
て
い
く
。
実
行
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
に
は
東
北
6
県
の
知
事
や
、
日
本

経
済
団
体
連
合
会
、
日
本
商
工
会
議
所
、

経
済
同
友
会
、
東
北
経
済
連
合
会
な
ど
民

間
の
団
体
も
参
加
し
て
い
る
。
実
施
期
間

は
平
成
25
年
3
月
末
ま
で
。

　

詳
し
く
は
「
東
北
観
光
博
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
：http://w

w
w
.visitjapan-tohoku.

org/

」
へ
。

俗
文
化
財
で
も
あ
る
「
じ
ゃ
ん
が
ら
念
仏

踊
り
」
な
ど
が
演
じ
ら
れ
た
。

　

こ
の
日
は
、
気
温
が
低
く
あ
い
に
く
の

小
雨
模
様
と
な
っ
た
が
、
園
内
い
っ
ぱ
い

に
、「
頑
張
ろ
う
！
福
島
」や「
負
げ
ね
ぞ
！

福
島
」
と
い
っ
た
被
災
者
の
想
い
が
そ
れ

ぞ
れ
に
描
か
れ
た
『
希
望
の

あ
か
り
』
5
，0
0
0
本
の

キ
ャ
ン
ド
ル
が
敷
き
詰
め
ら

れ
、
公
園
内
は
荘
厳
か
つ
幻

想
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た

「
追
悼
の
一
日
」と
な
っ
た
。

9 電気のふるさと Vol.27


